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ぞれの躓きに対応したサポートのためのガイドラインを構築すること，を目的とした 2 つの研究を行った．研究 1 では，
2018年前期に東北大学のSLAを利用した30件の相談内容の分析から，学生たちが問いを立てる段階に大きな困難を経
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（研究 1 ）， 2 ） その支援の方法についてさまざまな文
献も参照しながら整理し，サポートのためのガイドラ
インを作成すること（研究 2 ），の 2 点を目的とする．

































































id 学部 学年 相談科目 問いの生成・定式化に関わる相談内容
1 法 1 全学・自然科学系 課題で求められていることが分からない／引用ばかりになってしまう
11 文 1 文学部専門 設定した問いがレポートの課題に適っていない気がする
13 文 1 文学部専門 問いが設定されていない
14 文 1 文学部専門 引用ばかりになってしまう
16 文 1 全学・人文系
引用ばかりで自分の主張がない／設定した問いが課題に相応しいか自
信がない
17 工 1 全学・社会科学系 自分の主張を思いつかず，引用と同じになってしまう
18 経済 1 全学・人文系
問いが設定されていない／論旨がズレていく／問いがどういうものか
分からない
21 文 1 全学・人文系
課題で求められていることが分からない／問いにあたるものが思い浮
かばない
23 文 1 全学・社会科学系
テーマの候補はあるものの，問いとして絞れない／問いの立て方が分
からない
24 工 2 全学・社会科学系
問いが設定されていない／「問い－論証－答え」という，論証型レポー
トの構造を理解していない
25 文 1 全学・社会科学系 主張に沿った問いが設定されていない























































































3 ．研究 2 ：問いの生成の支援
3.1　目的
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